
 

 

 

 

 

1.研究背景と目的 

コロナ渦で業績を落とす業界が多い中,業績を上げていたドラッグス

トア業界では,多くの企業が全国規模で新規出店を競い合い,激しい争

いをしつつ再編の動きが活発化している｡その一方で,高齢化が進む中

でセルフメデュケーションを手助けする地域医療拠点のひとつとして

期待されている｡本研究は,立地店舗数が多く,近年の宅地開発や商業施

設開発に伴って今後若年人口増加が見込まれる豊橋市高師校区におい

て,住民のドラッグストア利用の実態調査を将来の人口動態と関連させ

て分析し,今後高師校区のドラッグストアに求められる姿を明らかにす

ることを目的とした｡ 

2.研究の手順と結果 

まず高師校区に商圏を持つドラッグストアの現状について,QGIS を

利用した 3 つの空間分析を行った｡カーネル密度推定法によると,高師

校区は豊橋市内でもある程度ドラッグストアが集積しているエリアだ

という事が分かった｡バッファ分析によると,豊橋市全域におけるドラ

ッグストア 500ｍ商圏の面積カバー率と比較して高師校区の方が

25.4％高く,徒歩圏内で利用可能な店舗が充実している住民にとって利

用しやすいエリアだという事が示された｡さらに面積按分によって算

出された,高師校区に商圏を持つドラッグストア各店舗の商圏人口を豊

橋市全体や業界で定義された商圏人口と比較・分析をした所, 6 店舗の

うち 5 店舗が 2 つの指標を大きく上回っていた｡以上のことから,高師

校区は業界の想定以上の集客が見込め,収益も見込めるエリアであると

分かった｡さらにドラッグストア利用に関する住民アンケート調査を

行なった所, ｢ドラッグスギヤマ/高師店｣が高師校区住民に 1 番利用さ

れている店舗であり,回答者の居住地と利用する店舗の距離的関係を見

ていくと,一般的に自宅から近い店舗を利用する傾向があることが分か

った｡(図 1)(表 1)75 歳以上になった場合の住民のニーズ調査では,店舗

選びにおいて,アクセスのしやすさが圧倒的に重視されていることが分

かった｡また近隣のドラッグストアへ行く際の移動手段として,徒歩と

回答した人が 1 番多く,続いて自分で自動車を運転する人が多かった｡ 

高師校区住民の今後のドラッグストア利用におけるニーズと各店舗

の特色から,今後も必要とされるドラッグストアであり続ける上で重要 

 

な項目を検討した｡(図 2) 

 

 

 

 

 

 

また,人口に基づいた成立条件も考慮して検討するために,面積按分

を元に,2050 年の各店舗の商圏人口やその増減数も算出したところ,1

㎡あたりの人口が 500 から 2000 人となるエリアが多く,2020 年の分析

の際と大きく人口分布の様子が変わらないことが分かった｡(図 3)この

ことから 2050 年時点では今後の人口減少の影響を大きく受けていな

いと予想される｡ 

3.考察と今後の展望 

住民のドラッグストアの利用実態からは,第 1 に高師校区のドラッグ

ストアは各々にとってアクセスしやすく,近隣施設も充実している事か

ら高齢者にとって利用しやすいエリアであること,第 2 に住民にとって

自宅から近くアクセスしやすいドラッグストア店舗が複数存在してい

るため店舗選択肢が増え各店舗の特色を考慮した店舗選びがしやすく

なること,の 2 点が明らかとなった｡また,開業から 20 年近く経った店

舗の利用実態からは,2015 年以降に開業した比較的新しい店舗が多い

高師校区においても,利用する店舗の固定化が進むことも考えられた｡

さらに,今後の人口動態と関連させた分析からは,2050 年時点では今後

の人口減少の影響をさほど受けないであろうことが分かった｡尚,宅地

開発が進んでいるミラまちエリアは,都市機能誘導区域に指定され,人

口増加が狙える拠点とされている｡現状の店舗の多くがミラまちエリ

ア半径 1 ㎞圏内に立地しているため,商圏人口はさらに多くなると予想

される｡このエリアは｢より豊かで活気に満ちた未来を 次世代を担う

子どもたちに｣をコンセプトとして開発されている事もあり,居住して

いる人々の年齢も比較的若い｡これらを考慮すると,各店舗幅広い世代

のニーズに応えられるようなサービスの拡充等をしていく必要がある｡

日本全体として高齢化が進行する中で,エリア開発により若年層人口の

増加も見込まれる高師校区は 2050 年になってもドラッグストアが存

続していく上で高いポテンシャルを秘めた地域と言えるだろう｡ 
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【図 3】豊橋市におけるドラッグストアと人口分布の推移(2020 年→2050 年) 

【図 2】アンケート結果から明らかになった住民のニーズと各店舗の特徴 

【図 1】居住地と利用する店舗の距離的関係 

【表 1】店舗別に見た商圏人口特性 


